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氏　名 （英文表記）

所属/職名 生　年 1954年

専門分野 学　位

研究テー
マ

研究業績

（教育理念・目標）　①「日本」を語れる人となれ、②「今」を語れる人となれ、③「自分」を語れる人とな
れ
　五感を通じて日本史を「体験する」ことの楽しさ、意義深さを感じてもらいたいと考えています。です
から、授業のなかでは「本物に触れる」を基本としています。古文書をはじめとする文献資料はもとよ
り、フィールドワークに出て、その土地の風景に触れ、その土地に生きる人びとの声に耳を傾けます。
そして、五感を通じて集めた情報を解析し、文や図表、映像などさまざまなメディアを駆使する研究成
果としてまとめあげていきます。そんな作業を通して、「今」というときが、確実に過去から未来へと動
いている空間のなかにしっかりと認識できる知性を磨いていくことができるでしょう。高度情報化社会
に生きる必要条件はこの知性です。

担　当　科　目 概要（できれば成果と到達度目標も記載）

教育実績 歴史情報学入門

日本古代・中世史

伝統工芸の世界

歴史民俗学演習

歴史情報分析の基礎を学び、情報を見極め、惑わされない力をつけてもらいます。

歴史の潮流をとらえ、地球史/世界史のなかの日本を理解していきます。

伝統工芸の過去・現在・未来を考え、工芸品制作への入門講座とします。

江戸時代の村単位での地域調査を実施し、報告書を作成、公表していきます。

「使節遵行と在地社会」（単著、『歴史学研究』690、1996年）

福井県立こども歴史博物館協議会委員

「大谷吉継と敦賀」(単著、『敦賀論叢』15、2000年）

『今日の古文書学』（共著、2000年）

「中世敦賀津の舛米について」（単著、『敦賀論叢』20、2006年）

『神護寺聖教目録』（執筆調査、『京都府古文書調査報告書』15、2006年）

「建武新政期の使節遵行について」（単著、『敦賀論叢』21、2007年）

社会的活動

敦賀市文化財保護審議委員会委員（委員長）

日本古文書学会理事

写真

TONOOKA Shin-ichiro

日本中世における国家権力と地域権力の構成

大谷吉継関係資料の収集・分析と人物像の析出

「敦賀屋」アーカイブスの構築

日本中世史 文学修士

外岡慎一郎

地域総合科学科心理・日本史コース日本史専攻教授、学監

『「敦賀屋」関係史料調査報告書』Ⅰ・Ⅱ（単著、敦賀市教育委員会委託事業報告書、2008年、2009年）

「村のなかの契約ごと」（単著、坂田聡編『禁裏領山国荘』所収、2009年）　　　　　　　　　　　　　ほか

敦賀市立図書館協議会委員（副委員長）

福井県立博物館協議会委員


